
特集・余暇とその環境

自然遊歩道の計画と意味

鈴木忠義

１
人間本来の姿をとりもどすために

戦争の終結から25年，この間わが国の開発政策は

資源開発，臨海工業開発，都市開発と目まぐるし

く変化してきたが，今日では公害のない生活環境

を重視した開発が望まれるようになってきた。そ

の生活環境はこれまでの住居や学校や交通など施

設面のみではなく，空気や水や太陽光線など基本

的な生存条件にまで汚染が進んできたことから，

広範囲な問題として発展しつつある。さらに，こ

れらの汚染は都市地域にはわずかに残された緑さ

えも枯死させるまでにいたり，人間の生存すら問

題になってきた。

このような急進する時代，激変する時代において

は，すべてを根本的にたちもどって考えなおす必

要があり，その原点からの出発のみが，新らしい

解決への方向を与えてくれるものである。それゆ

え，ここでも人間の条件を考え，そこから人間と

自然，そして自然遊歩道へと考え，遊歩道の意義

やあるべき姿を考えてみることとする。

２ 人間の条件

１・人間をめぐる４つの軸

人間は生物界のなかで，自分自身ではもっとも環

境に弱い動物である。しかし，他の動物と異り知

恵をもって，その弱い条件を克服してきた。その

条件克服を一口にいえば衣食住である。これは人

間の生存の条件として，長い歴史のなかで常にと

なえられ，その供給について努力してきたところ

である。

そこで今日人間が科学技術や高度の社会秩序を維

持して進歩をつづけている条件を考えてみると、

図１のような４軸の方法により説明できよう。

①　生存軸
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人間の原始的な生物界の一員として，プリミティ

ブな生活を営んでいるときには，多くの病原菌に

もなやまされ，また寿命も短く，労働時間も長く

多くの災害にもなやまされていた。そして農耕牧

畜の発見，産業革命，技術革新と大きな段階をへ

て今日の文明社会を築きあげてきた。

人間が生物であり，エネルギーの補給をもって生

命を持続してゆくかぎり,人間は食物の生産く捕

獲＞をおこなわなければならない。また休息のた

めには住宅や庭や公園，温泉などいろいろの人工

や自然を工夫により，より快適なものをもとめて

努力してきた。また，より生産をますために楽し

く生活し，すぐれた子供を残すために，心身の鍛

練として各種のスポーツや修行を考え，人間の心

身の向上をはかってきた。また肉体的精神的な病

気や過労のため治療や療養の技術や組織や施設を

おこなっている。さらに自然災害，人工災害＜公

害など＞を未然に防ぐ努力をつづけている。これ
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らは図１の人間が生存してゆくための条件であり

これらをより高度に整備してゆくことが，人間の

条件にとって第一と考え，これを生存軸とよぶこ

ととする。

②　生産軸

これらの生存の条件を維持してゆくためには生産

への努力が必要であり，今日においては，高度に

産業社会が発達し，過去における自給自足から高

度の分業社会にと移り，多種多様な職業に多くの

人間が参加し，そのトータルシステムとして国の

繁栄が前進しつつある。，

この傾向は加速的に進みつつあり，人間―機械

系が高度化されてゆく。このことはよく考えてみ

ると，過去において自給自足の小コミュニティの

生活においては，人間ひとりひとりが全人間的な

生活を営んでいた。すなわち，自分の能力のすべ

ての部分を使用するチャンスに恵まれていた。た

とえば, 祭ともなれば祭事や，食物や，装飾品，



歌舞にいたるまで，すべて「村の衆」により実

施された。その点においては，宗教家であり，

芸術家であり，調理師であり,プロデューサーで

あり,ありとあらゆる職能に関係する仕事に従事

することができ，そのなかで自分を見出し，その

伸長をはかり,社会への参加を充実し，生きがい

を感じることができた。このことは日常生活にお

いても，大工，庭師，織物の芸術家，調理師など

でもあった。このような生活や社会は，物質文明

的には今日より数段とおとるものではあったが，

人間的には，恵まれた一面をもっており，今日も

っとも枯渇している側面でもあるわけである。そ

こで，人間にとって生産活動，生産環境とはどう

あるべきかということの再検討が必要となってき

た。

③　自己開発軸

第３の軸として，人間は向上し，新らしいものの

創造に，よろこびを感じるものである。そこで，

人間は生育の段階において，教育に専念し，自己

を開発してゆく。このことが原動力となって，人

間は数千年の歴史のなかでこれほど高度の文明を

築いてきた。日本の近代化への成功も、まったく

教育への全国民的な努力の結晶であるといわれて

いる。

しかし，今日のすう勢は，文字どおり日進月歩で

ある。それゆえ，学校教育のみならず，社会へ出

てからの教育も必要となってきた。たとえば自動

車は４年から５年でフルモデルチェンジをおこな

う。このことは新らしい車でより自動車の性能を

レベルアップするとともに，古くなった車の欠点

を補うことでもある。このことは今日のような高

度の成長期にはすぐれた対応策でもある。都市の

再開発や住宅の建替えなどは，まさにモデルチェ

ンジの例である。そこで，人間にとってもこのモ

デルチェンジが必要であり,講習会，ゼミナール

や自学自習などは，このことを意味するもので，

このことを怠れば当然その人間は，現代から陳腐

化してしまうこととなる。

ところで，すべての人間がこのようなモデルチェ

ンジをスムーズにおこなえるとは思えない。そこ

で今日の社会は進展が速いがゆえに人間個人の進

歩の遅速により多層化現象がすすんできている。

このことは，企業にとってはある層のみを目当て

にして企画をしてゆけばそれで目的を達しうるが

行政などの公共事業を主要課題とするときには，

この多層化現象を十分理解し，多層化に対しては

多様な空間開発で対応しなければならない。とは

いうものの計画というものは，進歩発展への促進

をねらったものでなければならない。それゆえ多

層化の底辺をいかに促進してゆくかも重要な計画

課題のひとつであることを付加しておく。そのた

めには，学校教育システムと同様に社会教育のシ

ステムをどう確立し，どう施設化してゆくかを考

えてゆくことが重要となる。

以上のことから，人間の生活空間のなかにはこれ

までのように住宅と職場をつくり，高賃金をはら

えば，人々は集り，喜んで働くという時代はすぎ

た。所得の高いことは手段ではあっても、目的で

はない。どんな生活の実態が可能であるかが問題

である。それゆえ，人間の生活空間においては，

この自己開発のための施設の集積がきわめて重要

になり,それがその地域のシンボルにまで成育し

てゆくことが望まれる。

④　レクリエーション軸

つぎに第４軸であるが，生産軸でのべたように，

人間の生産環境が，全人間的でなくなったことか

ら人間性回復を早急にはからなければならない。

と同時により大切なことは，人間―機械系とし

ての発展は，むしろ，この第４軸を積極的に生活

意識のなかにとり入れていかねばならないことを

物語っている。

人間は自由に発想し，行動し，いろいろのものを
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創造して，よろこびを感じる。高度の生産システ

ムのなかではたして，自分の才能を発揮できる人

は，ますます少なくなってくる。そこで仕事以外

の活動により，自己開発，レクリエーションの軸

のなかに，より人間性発見のチャンスが存在して

いることとなる。この小論の表題は，このレクリ

エーション軸に属するものと思われるが，各軸に

も関連している。

２・５つの欲望

レクリエーションは，発生条件として，自由時間

く仕事・生理など生産軸・生存軸の大部分をのぞ

いた時間で余暇ともいわれる時間＞，所得＜レク

リエーションにどれだけお金を使うかはその種類

にもよる＞，自発的な意思＜ところが人間は情報

により，欲求が発生する。それが最近の情報のみ

ならず，過去における情報の蓄積としてレクリエ

ーションのモチベーションが決定される＞とがあ

る。

①　知るごと，見ること

以上の発生条件に対し，どんな欲望が発生するで

あろうか，大別すると５項目になろう。知らされ

たものをより自分で実証したい，現物を見たいと

いうような「知る」こと「見る」ことなどを中心

としたもの。

②　つくること

つぎにものを創造すること，女性の生花・手芸，

男性の日曜大工などもこれらに属するであろうが

絵画，書道，陶芸，彫塑，詩歌，その他高度の努

力と修練を必要とするものまであり，このような

ものは，むしろこれらのことが「本職」で生産活

動はそれを維持するためにおこなっているとも考

えることができ，新らしい自由時間の概念である

ともいえる。

③　体を動かすこと

つぎにスポーツに代表される各種活動で肉体的な

ゲームなどもこれに含まれる。そして心身をきた

え，より楽しい生活の基盤をきづいてゆくことで

ある。この種の活動は施設やスペースが必要であ

り，わが国にとっては先進国よりはるかに遅れを

とっているところであリ，施設の充実に対する庶

民の願いは切なるものがある。

④　あそぶこと

つぎに娯楽・気ばらしに類するものである。これ

は，パチンコ，マージャン，飲酒がわが国サラリ

ーマンの３大レクリエーションとまでいわれてい

る。このことは，労働時間の短縮その他が少しは

おこなわれたにしても，いろいろのレクリエーシ

ョン環境がととのわないために，手近なところに

足を向けることとなる。有名な言葉に登山家に対

し，「あなたはなぜ山に登るのか」と問うたのに

対し，「山がそこにあるから」と答えた。山がな

ければ登らなかったはずである。それは，山とい

う情報が本人に伝達され，それがすばらしいから

　「登山した」のである。レクリエーション施設が

なく，「パンチコ，マージャン，飲屋」の情報の

みが入ってくれば当然人びとはそれに足を向ける

ことになる。ここにレクリエーション問題の社会

的重要性が存在している。レクリエーションは生

存や生産の軸のように強制力がなく，人間性の暴

露のチャンスである。そこではいろいろの選択の

自由を与えなければいけない。かぎられた施設や

情報においては，本来の人間性は回復できない

し，すぐれた人間は生育してゆかない。職場と住

宅と交通の空間に埋めつくされた都市空間は人間

性を回復しえないこととなり，いくら所得が増大

しても，自由時間が増大しても，それは人間を空

転させる空間にすぎない。

⑤　奉仕すること

つぎのレクリエーション活動は奉仕である。養老

院や母子寮などへの奉仕活動や，その他一般社会

への奉仕活動は多くある。自分達のコミュニティ
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を美しくするこども大切である。このことは，人

間の社会参加の一部とみることができる。人間は

職業を通じて社会参加をするけれども，さらに，

自由時間を通じて，自分がしたいこと，得意なこ

とをもって社会に奉仕することは，生きがいに通

じるものである。

人間は自然を改変することにより高度の文明を築

きあげてきた。そしてその文明は学問・技術の蓄

積により，加速的に強大となり，今日においては

人間がコントロ―ルしないと自然が保存できなく

なってきた。

過去においては，人間の力が弱く，各分野におい

ても，「自然をもって自然を制した」。洪水にし

ても，農作物にしても，害虫発生にしても，常に

自然循環系のなかでそれをおこない，大地自然へ

の還元をおこなってきた。

そして，人間は自然の一員とし，自然のサイクル

のなかで生活をしてきた。身近な例でいえば，野

菜類に代表される食物の「季節感」はまさに，自

然のサイクルであり，これに順応しつつ，四季を

感じ，人間のサイクルが正常化されていた。

ビニールハウスによるきゅうりは年間を通じ供給

され，季節はずれの果物が珍重がられ，いずれも

物価上昇の原因でもある。また，室内における冷

暖房，車内の冷暖房などまさに，衣食住すべての

分野において，われわれの「季節感」はうばわれ

ている。

近年にいたってはわずかに残された都市の緑も，

季節はずれの芽吹き，落葉となり,環境の自然の

凋落もはなはだしく，現在の都市はまさに末期的

症状ともいえる。

人間の自然開発は大別して図２のように５段階に

考えられる。各段階の土地を国土全域にうまくバ

ランスさせることにより，これらは持続されてゆ

く。たとえば，平地丘陵＜可住地面積＞が多いか

ら，そこには人間が多く住むことができる。また

は住むべきだなどという理論の計画ではこのよう

な総合的な国土の自然体系を形成してゆくことは

できない。なぜならば，これからのわが国民の生

活は，その行動圏がいちじるしく拡大されるから

である。都市に生活している人も，完全な自然の

空間のなかに入りたい。人間の進歩とは，このよ

うに多様な空間を自由に選択しうることであると

考える。それゆえ，都市化地域のみならず，あら

表１―保護開発計画

３
自然と人間
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ゆる空間をできるだけ身近にもち，高い頻度でそ

れら多様な空間を訪れることである。それゆえ，

都市が巨大化すれば，周辺の自然空間は高密度利

用の犠牲にならざるをえなくなり，それが失われ

ればつぎつぎと新らしい自然空間が失われついに

は国土全域の自然が失われてゆくことになる。す

なわち火田民的な自然利用をおこなってゆくこと

になる。

図２の５段階で，今日もっとも緊急を要する問題

は3～自然開発地域，4～人工開発地域，5～都

市化地域のなかの自然の問題である。

われわれ人間の自由時間の活動をみても，住宅，

コミュニティ，都心近郊など，身近における時間

の消費が70％を占め，これらの地域における自然

の保護と育成がおこなわれないと，その需要が大

切な２の自然保護地域やはなはだしい時には１の

厳正自然保護地域にまで，その需要がのびて，す

べての自然が破壊されることとなる。

それゆえ，都市形成においては自然との共存が重

要であり,これら自然の保存とレクリエーション

空間開発の必要性が存在するのである。

４ 人間の移動

1・パ一クウェイの本質

人間の進歩は，多様にして，大量の空間消費であ

ることはすでにのべた。一人の人間がいろいろの

空間を使用する。それはすべての人間が自分の日

常生活をかえりみることによって，証明すること

ができる。

ところが，多様な空間は集中せず散在しているも

のであるから，人間の移動が必要となってくる。

人間の移動はマツハ単位の航空機から時速4kmの

歩行までこれまた多種多様である。そして人間の

移動は可能性により,その頻度があがり，利用の

混雑はいちじるしくなる。それゆえ，人間の移動

をつかさどる路線は，大量化にそなえて，専用化

することが能率よい。東海道新幹線や，東名高速

道路は，このような発想によっておこなわれたも

のであり，これらはスピードを基準として，専用

化したものである。ところが移動目的により専用

化することも必要であり，そのことにより，目的

が適確に達成されることができる。

1920年代に発達したアメリカニューヨーク市周辺

のパークウェイ網はまさに自動車による散歩道と

して，都市周辺に網をはり，大規模公園を結合

し，パークシステムを形成した。パークウェイは

乗用車による楽しみのみの交通を目的としてつく

られ，幅広い道路敷をもって，路傍の統制と改良

をおこない，道路線形についても楽しさ美しさを

考慮されて建設された。このことは今日の高速道

路の設計理念が範としているところで，その根本

となるところは，「自動車道路」という設計では

なく，自動車に乗っているのは人間であるから，

あくまで，人間――自動車―道路―人間とい

う三者一体の思想であり，人間を中心とした設計

理念であ惑。このことからも,新らしきものを求め

るときには，常に人間本来に立ちかえり発想して

ゆくことが大切であることがあきらかとなろう。

そこで人間が歩くための道路に自動車が闖入し，

人間を追放していることが今日の都市である。そ

れゆえ危険がともなうばかりではなく，騒音，空

気，景観などいろいろと不利益が発生してきてい

る。そのことはもともと自動車についての認識の

あいまいさから出発してきたものであるから，自

動車に合致した諸施設を整備し，どこまでが自動

車の活動範囲であるかをあきらかにする必要があ

る。いろいろの刃物でも，切る素材により刃物は

異るはずである。
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２・歩行の楽しみ

歩行は人間にとってもっとも楽しい移動手段であ

る。それは発進，停止，滞留，方向転換など，ま

ったく個人の意のままであるから理想的な条件を

そなえている。それゆえ，これを100％発揮しう

るような都市形成をおこなうことが大切であり，

その不可能な要求が発生したときにこそ，他の交

通機関を導入すべきである。

それでは，人間はどれだけ歩くか，このことにつ

いてはいろいろの説がある。私は盛場や日常の問

題については林実氏の盛場八丁論を支持したい。

林氏は「銀ブラ」をはじめとする盛場の長さが多

く八丁＜約800m＞であることを指摘している。

このことは，肉体的疲労，心理的倦怠，その土地

の経済的な市街地形成力などによるものかはあき

らかでない。　しかしたしかに800mという距離に

は意味がありそうである。

これとは別に私は「人間は10km歩くものだ」とい

う説を出している。それは別に理論的な根拠があ

るわけではない。ゴルフの18ホールのラウンドが

ほぼ10kmであることからである。私の観察ではゴ

ルフの場合，かなりのお年寄が楽しく１ラウンド

まわって，いかにもおいしそうにビールなどを飲

んでいるのを見るといかにも「人間復活」を見て

いるような気がする。日常ではあまり歩かない人

が，ゴルフの球を追って10kmも歩くことになる。

この球の魅力たるや偉大であるといわざるをえな

い。なぜならば楽しく10km歩かせる遊歩道の設計

や環境は，容易なことではできるものではない。

また人間にとって，歩くことが健康上大へんよろ

しいということである。　してみれば，ゴルフはさ

しあたり不老長寿の新薬ともいわざるをえない。

国土が狭いから１日200人たらずの人だけしかで

きないゴルフは，日本ではやるべきでないとか，

ゴルフ場で軽便な乗物を使うとかいうことはすべ

て本末を転到した考えであり，ゴルフ場は都市や

身近なコミュニティの環境づくりに積極的に活用

するとともに，人間の目的のひとつである不老長

寿と楽しみを満すべく，適切に建設すべきであ

る。＜ところで私は，登山やスキーその他のスポ

ーツをまだ楽しんでいるので，ゴルフ場はたくさ

ん歩いたがゴルフはしたことがない。ここにおこ

とわりしておく＞

要するに，人間は楽しく歩く場所を求めているの

であって，どれだけ歩くか歩かないは程度の問題

であることがわかる。

それゆえ，人間の生活空間に楽しく歩くことので

きる空間をいかに組入れてゆくかが問題であり，

それが人工的な都市遊歩道であれ，自然遊歩道で

あれ，全域にわたり歩道システムを形成してゆく

ことが課題である。
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遊歩道は楽しく歩ける道ということであれば，そ

れは広い意味をもち，どこでも少し注意をすれば

短いものはできそうである。そこで少し遊歩道を

私なりに考えてみることとした。

まず遊歩道には国土的なスケールをもったものが

存在する。これはアメリカ，イギリスなど外国に

も例はあるが，わが国においては東海自然歩道な

どの提案により，にわかに遊歩道の問題が世情に

のぼり，奥の細道とか，旧街道名をもつ提案など

もおこなわれている。これらはいずれも長さおよ

び出発点と目的地をあきらかにしたもので，しか

も数百㎞にもおよぶものである。この種の遊歩道

については，多くの問題が存在しており，それだ

けにその成果については，私は疑問視せざるをえ

ない。

つぎの第２のタイプはループを形成する遊歩道で

ある。これは日本の池を回る回遊式庭園にその典

５ 遊歩道の３つのタイプ



型がみられ，今日においては、やたらと湖畔周遊

自動車道などが建設され，困ったものだと思って

いる。湖の周遊道は湖畔のみを直過すると失敗に

おわるもので，周遊でありながら湖周でない開発

が好ましい。

このことは歩く場合においても同様である。この

タイプの変型としては，半島の周遊，河川の二橋

梁を利用した周遊道路などが存在するが，河の場

合は単純になりやすい。

第３のタイプとしては，自動車道などと平行して

あるところで，車を降り,歩いてつぎのところで

乗車する方式で，現在の十和田国立公園の奥入瀬

渓谷などはその典型であるが，このようなところ

ではもっともまずい方法で，自動車道路＜国道＞

の付替により車道の拡幅はやめ，遊歩道にゆずる

べきである。

以上のほか，遊歩道と名のるならば，必らずテー

マが必要であろう。川，湖，山，高原，社寺，森

林，旧街道，集落などの個有名詞は重要なモチー

フとなるはずであり，それがその遊歩道のイメー

ジをつくりあげてゆくことになる。

遊歩道に子供用の車＜乳母車・三輪車・自転車＞，

身体障害者用の車などを通れるようにするかどう

かはその道路の性格にもよるが，付添人がいれば

簡単に通れるようなものにすることがよいので，

そのような遊歩道の建設も希望したい。

６ 自然遊歩道の条件

都市地域のなかに遊歩道システムが完全に組込ま

れることは，長期間を要しても実現すべきことで

ある。そのなかには市街路的なものもあれば半自

然的なものもあり，郊外以遠の完全な自然の遊歩

道も存在するであろう。そこで一般的に遊歩道の

具備すべき条件を考えてみると次のようになる。

①　楽しい遊歩道であること。楽しくなければ遊

歩道ということはできない。自然遊歩道の場合に

は地形や植生が決定的な条件となる。そして，そ

れらが統制しうる条件にないと，急速に環境が悪

化してしまう。

②　起終点の計画が十分にできること。家から歩

いてくる場合は都市内の場合ありうるが，自然遊

歩道においては，電車・自動車など他の交通機関

を利用してくることが多い。それゆえ，その起終

点の施設適地をもって起終点をえらばなければい

けない。むしろこれの決定が先決で，これが十分

つくれないとその自然はいちじるしく破壊されて

しまう。

また，ネットとして遊歩道を考えるときには，そ

の交差点の位置が他の交差点との関係で有効にき

いてくる位置でなければならないことに注意を要

す。

③　すぐれた地点の存在が重要。遊歩道の沿線に

すぐれた興味地点が存在することが重要である。

それは展望景観であったり，清冷な流れや，湧水

であったり、動植物の観察地点であったり多種多

様である。それらが存在すれば，全体として平凡

なところであってもロケーションの仕方により興

味あるルートが完成しうる。

これらの地点とは別に，中間に休憩地点などの適

地もほしい。大樹の蔭，地蔵尊などもその地点で

休むことを動機づけるものである。

④　環境が維持しやすいこと。せっかく建設した

遊歩道も，いろいろの建設事業でその環境が破壊

されそは意味がない。とくにこのことを強調する

わけは，このような自然遊歩道は金をかける以上

に時間をかけなければほんものの遊歩道にならな

いからである。その意味では，その地域の開発に

長期的ビジョンをもって望まなければならない。

＜東京工業大学教授＞
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